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はしかき

この講究録は 1991年 12月 17日一 20日の京都大学数理解析研究所におけ

る研究集会「代数的組合せ論」の報告集てす。プログラムは代数的組合せ論の

中心問題についての講演と共に、数学の他の分野との関連についての講演につ

いても重視して作成しました。

次ペー!のプログラムにも見られるように、通常の講演の他に、speClal ses-
slonという形て、 orgamzerを決めて、その orgamzerに speakersを選んでい
たたくという形式も加えました。

Paul Terwllligerの講演を報告集へ採録出来なかったのは残念てすか、彼の
full paper The subconstztuentα lgebTα of anα ssoczα t20n schemeか多分、新雑
誌 Jo卿ηα 10f・Algebra2c Oomb2natOTzcsに発表されると思われますのてそれを
ご覧下さい。

講演者の旅費等については、数理研のほかに、科面諭総合 A(研究代表者

北岡良之名大教授)の援助を頂きましたことを御礼申し上げます。

最後になりましたか、orgamzers、講演者、協力していただいた方々、参加
して頂いた方々に心から感謝いたします。また、私の怠慢から、報告集の出版
の遅れたことをお詫ひいたします。

1991年 10月

坂内 英一
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